
社会資本総合整備計画(第5回変更) 

市民との協働を目指した安全・安心の元気なまちづくり

平成 28年 12月 26日

長　野　県　東
とう　

　御
み

　市
　し



1 市民との協働を目指した安全・安心の元気なまちづくり

平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 長野県東御市

・海野宿における観光客数を232,400人/年（H22～H26）に維持

・市役所周辺施設の交流人口を98,164人/年（H24）から110,400人/年（H28）に増加

海野宿駐車場での乗降客数で測定する。

中央公民館、子育て支援センターの利用者数で測定する。

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度）

個別施設計画

備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H26 H27 H28 H29 H30
策定状況

A-1 都市再生 一般 東御市 直接 海野地区都市再生整備計画 東御市 781.5 別添１

A-2 都市再生 一般 東御市 直接 県地区都市再生整備計画 東御市 2,186.6 別添２

合計 2,968.1

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業
地域 交付 直接

個別施設計画

備考

種別
種別 対象 間接

H26 H27 H28 H29 H30
策定状況

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別
種別 対象 間接

H26 H27 H28 H29 H30

合計

番号 備考

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業
地域 交付 直接

備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計

番号 備考

平成28年12月26日

　海野地区は、歴史的なたたずまいを継承しながら、住民にとっては快適でゆとりのある居住環境の向上、来訪者にとっては魅力ある観光施設の再整備に取組みます。県地区は市民の交流、生涯学習の拠点と

して市役所周辺のコミュニティ機能の再構築と防災機能の充実に取組みます。こうした取組みによって東御市の重点施策である「安全・安心、元気なまちづくり」、「市民と行政の協働による元気なまちづく

り」を目指します。

H24当初 H26末 H28末

232,400人/年 232,400人/年

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式

98,164人/年 104,300人/年 110,400人/年

A=8.8ha　道路整備等

社会資本総合整備計画（市街地整備）

計画の名称

最終目標値

232,400人/年

Ｃ 0百万円

重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象

計画の目標

Ｂ

定量的指標の現況値及び目標値

備考

当初現況値 中間目標値

Ｄ 0万円

効果促進事業費の割合

全体事業費

合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

2,968.1百万円 Ａ 2,968.1百万円 ○％

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

事業者

要素となる事業名

市町村名

全体事業費

（百万円）

費用便益比

（事業箇所）

0百万円

東御市 A=51ha　道路整備等

東御市

番号

事業者

要素となる事業名

事業内容

市町村名

事業実施期間（年度）
全体事業費

（百万円）

費用便益比

（延長・面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号

事業者

要素となる事業名 事業内容

市町村名

港湾・地区名

全体事業費

（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果

番号

事業者

要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容

市町村名

事業実施期間（年度）

全体事業費

（百万円）

（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果



（参考図面）市街地整備

計画の名称 市民との協働を目指した安全・安心の元気なまちづくり

計画の期間 平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 長野県東御市

交付対象

A-1 海野地区都市再生整備計画

A=51ha、道路整備等

A-2 県地区都市再生整備計画

A=8.8ha、道路整備等

上 田 市


